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星が丘テラスは、“人と自然を思いやる”星が丘ボ
タニカルタウン宣言をしている。去年のプレゼミで
は先輩の手伝いに携わり、先輩の行っている卒業研
究に、より興味を持った。また、この取り組みを引
き継いで行うことで、今の社会の問題を少しでも解
決することにつながると考えたことが背景にある。

本企画を行うことで、星が丘テラスにお越しくだ
さる方々に、星が丘テラスが目指す“人と自然を思い
やる”星が丘ボタニカルタウン宣言を少しでも知っ
てもらえるきっかけを作ることを目的とする。さら
に、その取り組みについて知ることは、訪れる楽し
みだけではなく、忘れかけていた自然について、振
り返るきっかけになり、人にとって生活の一部にな
りうることを目的に行う。 

本企画では、日常の身の回りに落ちている自然材
料に目を向けながら、1 年かけて採集を行い、自然
材料をベースにモノ作りをする。そこから、星が丘
テラスの花壇を活用した展示、さらには、１日ぼた
るんアレンジワークショップを提案、企画・実施し
て行うこととする。

星が丘テラスの星が丘ポタジェ実行委員会の協力
のもと、企画の計画を立てる。全体のスケジュール
について、月毎にまとめたものを下の【表 1】に示
す。 

題名『ぼたるんの世界 エピソード.02
～星が丘テラスに暮らす植物が大好きなコビトたち～
‐星が丘テラスボタニカルプロジェクト‐』
 名前の由来は、「ボタニカルタウン」から来てい

る。ぼたるんは、先輩が名づけた名前で、最近植物
がたくさん増えてきた星が丘テラスにひっそりと暮
らすこびとのことをいう。ぼたるんの暮らしを覗い
てみると、植物や廃材を借りながら、生活している
痕跡をたまに見ることができる。ぼたるんには、お
気に入りのお花や植物を竹の筒に挿したりする習性
がある。先輩から引き継ぎ、その続編として研究を
行うことにした。前回から変わったことは、①1 年
を通して材料集めをすること、②植物になじむもの
を使うこと、③よく観察すると、ぼたるんが暮らす
痕跡をみつけることができること、④花の入れ替え
頻度や手入れを行き届かせること、⑤実物の 1/20 の
大きさに縮尺して作品を制作すること、⑥解説版を
用いることである。 
 

子どもから大人まで、ぼたるんのキャラクター
に愛着をもってもらえるよう、暖かい色合いやフ
ォントにした。展示について知ってもらえるよう
に、絵を用いた。 

【表１】全体のスケジュール 
10 月に行う企画の実施にあたっては、一緒にお

手伝いしてくれる人が必要であり、企画のお手伝い
してくれる人を募集したところ、本研究室の他企
画・設計を行う学生 4 人が集まった。 

【写真１】フライヤー 

 

柵山直之さんが定期的に植え込み、ガーデニング
をする星が丘テラスの花壇を用いて、展示を行う。 
花壇のうえに、昨年使われたプランターなどは置

かず、もとからある土や植物、木々などに溶け込ん
だ自然の中でぼたるんの暮らしを表現する展示方法
は、既存のプランターがなくてもリアリティのある
ぼたるんの暮らしを表現することが十分に可能であ
る。【写真 2】 
場所や用途で区切って、整理をした。展示を見て

下さる方に、ぼたるんの暮らしをわかりやすく、場
面ごとに見てもらうため、①寝る場所、②木の上、
③生活の場所、④広場の 4 つの区画に分けた。【図 1】

 【写真 2】        【図 1】 

10/31 のハロウィンに合わせて、紅葉に色づいた
ハロウィンのちぎり絵を展示の中に取り入れた。

【写真 3】 

・ねこ、コウモリ
・月
・帽子
・かぼちゃ
・おばけ、がいこつ

期間:2023 年 10 月 21(土)～10 月 31 日(火)
展示場所:星が丘テラスWEST1階 TREK前花壇

星が丘テラスにお越しくださる方を対象に
展示についてのアンケートを実施したところ、
32 名の方に回答を得ることができた。 
『自然について、考えることができる』『より

優しく、あたたかい雰囲気になっている』とい
うご感想や、『ちょっと大きいほうがいい』とい
うご意見をいただいた。 

【図 2】アンケート 

【写真 5】人気のあった作品 

 

期間:2023 年 10月 29 日(日)
①10:00‐12:00 ②13:00‐15:00

場所:星が丘テラス WEST1 階 葵マルシェ前
         デッキ 
1 日ぼたるんアレンジワークショップを開催し、 

22 名の方にお越しいただいた。 

【写真 6】ワークショップ開催 

スにものづくりを行った。星が丘テラスの花壇を
活用した展示や１日ぼたるんアレンワークショッ
プを通して、ぼたるんの暮らしや星が丘テラスの
取り組みについて少しでも多くの人に伝えること
ができたと思う。
今後は、接着材料の選定についてや、ワークショ

ップの企画にも力を入れていきたい。 

9. １日ぼたるんアレンジワークショップ

８. 展示

7. 展示方法について

6. フライヤー

5. コンセプトの設定

4. 全体のスケジュール

3. 提案について

2. 目的

1. 背景

【写真 4】展示の様子

10 月 ・星が丘テラスでの打ち合わせ③

・作品制作、材料集め

・設営・展示・維持管理

・1 日ぼたるんアレンジワークショップ

の開催、アンケート実施

11 月 ・撤収作業

3 月 ・テーマ決め

4 月 ・展示内容の検討

5 月 ・花壇の調査・選定

・星が丘テラスでの打ち合わせ①

6 月 ・作品の試作、材料集め

7 月 ・コンセプトの検討

・材料集め

8 月 ・コンセプトの決定

・作品制作、材料集め

9 月 ・作品制作、材料集め

・星が丘テラスでの打ち合わせ②

本企画では、1 年かけた採集を行い、自然をベー




